
勉学援助制度 2019 年度事業報告 

 

２０１９年度は、２３８名の学生に２，３６４万円を贈ることができました。 

ご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

 

2019年 12月                         

大学生協連勉学援助制度推進委員会 

 

■2019 年(2018 年 10 月～2019 年 9 月)の寄付・給付の状況報告 
 

2018年 10月から 2019年 9月までの寄付・給付の状況は次の通りとなりました。 

寄付(収入)では、前年に比べ組合員の皆様などからの寄付及び各大学生協からの賛助会費が増加し、32,301

千円となりました。寄付では、卒業される組合員への寄付の呼びかけの取り組みが広がったこと(もっとも大

きい)、募金箱の集金を呼びかけたこと、新規賛助会員の増加と会費口数の増加があります。 

給付(支出)では、238 名の学生に 23,640千円を贈ることができました。前年に比べて、応募者の所属する大

学数が増え、応募者が増加していることが特徴ですが、給付者が微減しました。応募者に対する給付率は、63.0%

となりました。 

寄付と給付の収支額は、8,799千円となりました。 

 

【収支前年同月比較表】 

 収入 支出 

 賛助  

会費 

(千円) 

個人  

会費 

(千円) 

寄付 

      

(千円) 

 

合計       

(千円) 

応募 給付 

会員数 人数 会員数 人数 給付額 

(千円) 

2019年度 13,930 24 18,485 32,439 135 378 122 238 23,640 

2018年度 13,670 94 16,435 30,199 126 369 108 243 24,260 

前年比 ＋260 ▲70 +2,050 ＋2,240 ＋9 ＋9 ＋14 ▲5 ▲620 

◆2019 収支 8,799 

※賛助会費には、大学生協共済連からの寄付 500万円と、大学生協連の積立金取り崩し 500万円が入っています。 

★応募に対する給付率 63.0%(前年 65.9%) 

★1992年からの累計では、13,449名が応募し、4,194名に 6億 2,450千円 を給付しました。 

 

 

１.寄付・賛助会費の状況(2018 年 10 月～2019 年９月)   
 

別紙会員別寄付・給付状況表参照 

 

ブロック 昨年度は寄付がありませんでしたが、

2019 年度寄付を寄せられた会員 

賛助会費を増額された会員 新規賛助会員 

北海道 札幌学院大、北星学園、小樽商科大 北海道大 1 口➡10 口 

札幌大  1 口➡3 口 

室工大  3 口➡10 口 

札幌学院大 

小樽商科大 

東北 山形大、福島大、盛岡大、岩手県立大   

東京 お茶大、東邦大、星薬科大、和光学園、 法政大  1 口➡5 口 東京高専 



電通大、松本大、清泉女学院、 

前橋工科大、東京学芸大、 

東京経済大１口➡２口 長野看護大 

日赤看護大 

東海 日赤豊田看護大   

関西 奈良高専、滋賀医科大、大阪経済大、 

阪南大、大阪千代田短大、奈良教育大 

龍谷大  1 口➡5 口 大阪樟蔭女子大 

滋賀医科大 

神戸薬科大 

中四 高知県公立大、梅光学院大 鳥取大  3 口➡10 口  

九州 九州国際大、鹿児島大、鹿児島県短、 

九州工業大 

  

計 29 会員 7 会員 ８会員 

★寄付を送っていただいた会員は、137会員でした。 

★賛助会員数は 164会員となりました。新規に 7会員増えました。 

★寄付や賛助会費を増額された会員生協が増えました。 

 寄付金額、賛助会費も前年を上回りました。 

 大学生協奨学財団設置による勉学援助制度強化の動き、卒業生に向けた呼びかけが強められたこと、7 月末

までに募金箱に集まっている寄付金の送金を呼びかけたことなどが増加要因と思われます。 

★寄付にご協力いただいた卒業生は、報告があった 24会員で 1,646人となっています。 

 特に、人数が多かったのは、金沢大 308人、徳島大 259人、芝浦工大 179 人、中京大 168人、秋田大 140人

です。 

 

2.応募・給付の特徴 

応募者の内訳や特徴  ※(  )内は受給者数 

●学年別  

 １年生 87(62)名 、2年生 91(53)名、3 年生 77(46)名、4 年生 77(49)名、4年以上 10(4)名、院生 36(24)名 

 ・各学年ともほぼ同じような人数となっています。院生が比較的多くなっています。1年生の応募者に対する

給付率が高くなっています(審査基準で優先のため)。 

●生命共済未加入者 53名(36 名)  応募者対比 14%  

 ・応募された学生のうち、生命共済未加入者は 14%で、昨年よりやや増加しました。 

●奨学金受給者 195名(151 名)    

 ・応募された学生の半数以上が奨学金を受給されています。そのうち月 10万円以上の方は 32名です。 

●審査ポイント別の人数は、次の通りです。 ※40ポイント以上の学生に給付しています。 

給付を受けた方 給付を受けられなかった方 

ポイント 人数 ポイント 人数 

100以上 16 30 24 

90 13 20 22 

80 31 10 26 

70 43 0 32 

60 37 ▲10 14 

50 58 ▲20 10 

40 40 ▲30 8 

  ▲40 2 

・この間、家計収入の高い方の応募が増加しているようです。家計年収 900 万円以上の方は 49名です。 

100 ポイント以上の方は、おおむね、就学中の兄弟が多い、両親が離婚されている、家庭に障がい者がいらっ

しゃる方です。 



・30 ポイントの学生が 24 名でした。この学生に勉学援助金を贈れれば応募者対比の給付率は約 70%となりま

す。、給付必要額は単純に 240 万円ですが、単年度の収支結果からはやや厳しい状況です。 

 

3.給付を受けた学生の声から 別紙もご参照ください。 

●本年度も、「全国の皆さんに感謝します」「精神的に支えられ大学を続ける後押しとなった」「社会に出たら

今度は自分が恩返しをしたい」という御礼の声がたくさん寄せられています。 

 

◎「父が亡くなって教師になる夢を諦めなければならないと思いましたが、皆さんのおかげで授業料を払うことができて

感謝しています」(北海道教育大) 

◎「人が人を支える本質的な部分を感じられています。社会の優しさは人を助けれる事を僕自身が現在感じています。今

後は、僕が人を助ける側になりたいと思います。本当にありがとうございます」(札幌大) 

◎「お金で援助していただけるということ自体もありがたいのですが、全国に私たちのような学生を助けてあげたいと思

ってくださる人たちがいるという事を感じて、とても心強く思います。父親を亡くし、ふっとした瞬間に強い悲しみがこ

み上げてきて、孤独感を感じることがありますが、全国には応援してくださる人達がいるという事を思い出して、少しず

つ立ち直っていけたらと思います。本当にありがとうございます。」(帯広畜産大) 

◎「この制度があることを知り、本当に有難いと思いました。支援してくださる方々がいることは、これからも勉学を頑

張る大きな励みとなっています。」(東北大) 

◎「私だけが大変なわけではないでしょうし、皆それぞれ苦労をしている中で助けようとして下さろうとしてくださる人

がいるということに心より感謝いたします。また、他にも助けを求めている人たちが多くいる世の中で、いつか自分が手

助けしていく立場になれるように努力していこうという気持ちがより強まりました。一人の人生に希望と勇気をもたらす

素晴らしい制度だと思います。そのような取り組みが今後も続き、多くの人を救うことを祈っています。」(東洋大) 

◎「私のように、扶養者が亡くなったり学生に寄り添ってくださる本制度に、心から感謝しております。金銭面だけでな

く、その温かいお気持ちを感じることで、前を向いています。これからもこのような制度が続き、暗闇の中にある学生た

ちの光となり続けることを願っております。」(早稲田大) 

◎「皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。父を亡くして途方に暮れる中、この制度の存在を知ることで、暗かった自分

の心に光が差したような感覚になりました。これも援助してくださる皆様のおかげです。」(慶應義塾) 

◎「感謝しかありません。これから大変なことが色々あっても周りの人の協力があれば乗りこていけそうです。また、周

りの人が困った時には、助けられるような人間になれるように、これから精一杯努力します」(東京理科大) 

◎「この制度を知ったとき、どんなにありがたいことかと思いました。お金がないために諦めなければならなかったこと

が可能になるかもしれないと思いました。経済的な救いになるのはもちろん、援助金のような学生生活を継続するための

サポートがあることは精神的な助けにもなりました。私のように援助金を自分と家族の必要資金としている方はほかにも

いらっしゃると思います。援助を受けるその一人だけではなく、その家族も救ってくれるものです。受給者数以上の数の

人がこの制度に助けられています。」(日赤看護大) 

◎「今の私にとってこの制度はとてもありがたいものです。この恩を忘れず、獣医師として社会貢献していきたいと考え

ております。一人前の小動物臨床獣医師になり、飼い主様がとても大切にされているペットたちを助けることで人のため

に働き続けたいと思っております。また、自分に金銭的な余裕ができた際には、同じように苦しんでいる学生のために援

助できたらと考えております。」(麻布大) 

◎「心から感謝します。この援助のことを忘れず立派な社会人となり、いつか社会に還元したいと思います。」(信州大) 

◎「このようなご支援をいただけることに大変感謝しています。ありがとうございます。今後、学問により一層の努力を

していきたいと思います。そして研究者として少しでも社会に恩返しをすることができたらと思います。」(名古屋大) 

◎「勉学援助金を送ってくださり、ありがとうございます。皆さんのご支援を無駄にせず、社会に貢献できる人になるた

め勉学に励みたいと思います。」(名古屋市立大) 

◎「本当にまず第一に「感謝の気持ち」を伝えたいです。ありがとうございます。私の父が亡くなって急に生活の中で寂

しさを感じることが増えました。しかし、この支援制度で私の生活だけでなく、私のココロまで応援され支えられたよう



なキモチになりとても幸せでした。みなさんの期待に応えれるように日々を懸命に取り組みます。」(福井大) 

◎「扶養者が亡くなった学生を支援されている皆様のお力でこれまでに多くの学生が勉学に励むことができていると考え

ます。僕はこれまで意識したことがありませんでしたが、自身がこのような立場に立ち、多くの人が自分を支えてくれて

いたのだと気づくことができました。僕はこれからの人生周囲の人々への感謝を忘れず、自分自身もこのような活動に積

極的に参加し、誰かの力になりたいと考えています。」(立命館大) 

◎「いろいろなことが変わってしまい、困惑しているときに、手を差し伸べられたことは一生忘れません。この経験をし

たからこそ、知る事ができた人の優しさや強さを教師として子供たちに伝えていきたいです。本当にありがとうございま

した。」(京都教育大) 

◎「援助金で何とか勉強を続けられそうです。本当にありがとうございます。しっかり勉強し立派な管理栄養士となり社

会に貢献できるように頑張ります。」(近畿大) 

◎「父が亡くなり、様々な問題が一気に押し寄せ、途方に暮れていたところにこの制度を知りました。精神的にとても不

安定だったので、誰かが支援してくれる、助けてくれると思うと、とても安心しました。これからはこのご恩を忘れずに

しっかりと勉学に取り組みたいと思います。。」(大阪大) 

◎「まず最初に一言お礼を申し上げます。本当にありがとうございます。皆さまのおかげで「これからどうしていこうか」

と自分の前に広がっていた漠然としたとした不安に中にほんの少し、希望や安心感を見出すことができそうです。自分は

この春から大学 3 年生です。残りの 2 年間の大学生活、大学には自分の力だけでは通えている訳ではないという事を胸に

持ち、生活してまいります。」(香川大) 

◎「援助してくださる全国のみなさま、本当にありがとうございます。たとえ、私が給付の対象から外されてしまったと

しても、「援助をしよう」と思ってくださったそのお心に、心の底から感謝いたします。父が他界したとき、「自分は 1 人

だ」と思い詰めた時期がありました。しかし、周りの友達、兄妹、親戚、そして何よりこのアンケートの向こうにいらっ

しゃるみなさまが遠くからでも見守ってくれているのではないか、と誠に勝手ながら思っている次第でございます。」(高

知大) 

◎「生協の方にこの制度を教えていただきました。本当にありがとうございました。感謝しています。」(北九州大) 

◎「援助金をおくって下さった皆様、本当にありがとうございます。家族の死という、辛く悲しい時、このような皆さん

の援助は本当に心の支えになります。感謝の気もちを忘れないで、大学で精一杯勉学に励み、今度は自分が社会に貢献で

きるような人になりたいと思います。」(長崎大) 

 

●勉学援助制度への意見として多いのは、次のような声です。 

＊「精神的に助けられた。よい制度なので続けてほしい、広げてほしい」 

＊「初めて知った。知らない学生が多いと思うのでもっと宣伝してほしい」 

→勉学援助制度の継続と普及を願う声がたくさん寄せられています。多くの学生に知ってもらうこと、協力してもらうこ

と、制度の継続・発展は強く期待されている課題です。 

 

●また、この制度をもっと知らせてほしいという意見が多くありますが、次のような意見もありました。 

◎「大学などと連携して、この制度を知るきっかけを増やすなどしていただけると助かる人も増えると思います。」(東京

大) 

◎「大変素晴らしい制度だと思います。私は生協に入った直後だったので書類を読んで母から知りましたが、数年たつと

忘れるので定期的に知らせていただけると良いと思います。」(東北大) 

◎「共済金の請求時にお知らせを同封していただけたのが本当にありがたかったです。自分から調べてこの制度を探すほ

どの余裕はとてもありませんでした。教えていただけて、助かったなと感じます。」(横浜市大) 

◎あまり有名でない制度かと思います。大学職員の方への広報活動を期待しております。自分でこの制度を見つけるのは

少し苦労しました。(東京工業大) 

 

●応募用紙やアンケートから応募者の傾向としては、昨年に引き続いて次のようなことが散見されます。 

(1)扶養者がなくなったことで、奨学金返済の負担と負担感が増え、経済的・精神的に苦しくなっているとい



う声が増えてきています。 

(2)父親が亡くなって経済的に厳しくなったが、母親が病気がち、あるいは精神的ショックなどで体調を崩し

てしまった、家庭に祖父母の介護がある、ことで働きに出られない。 

(3)祖父母の年金も含めて家計を支えているため、亡くなられた扶養者として祖父母で応募してこられるケー

スが増えてきています。 

 

以上のようなことを背景に、学生本人がアルバイトを増やしますが、「大学にも行けず学業がおろそかになっ

てしまう」、「研究が続けられない」、「就職活動ができない」、「深夜までバイトで規則的な生活ができずに体調

を崩しそうだ」という不安の声がが寄せられています。 

 

 

4.2019 年度勉学援助制度推進のまとめ  
 

2019年度の勉学援助制度推進状況は、次の通りです。  

 

(1)2019 年度は、勉学援助制度をさらに強化・発展させる大学生協奨学制度と大学生協奨学財団についてのブ

ロックや会員生協での討議を進めてきたこともあり、勉学援助制度への理解と取り組み、勉学援助制度の賛助

会員や賛助会費口数が伸長しました。また、卒業生への寄付呼びかけの取り組みがさらに広がり、組合員から

の寄付が伸長しました。さらに、募金箱を店舗ごとに設置する会員も増えました。 

寄付・賛助会費の状況は前述のとおりです。 

 

(2)会員生協の取り組み強化によって、応募する大学数と応募者は増加しましたが、そのうち、共済加入者が

85%となっています。まだまだ、共済加入者以外の組合員へこの制度の周知が行き届いていない状況です。ア

ンケートでも「初めて知った」、「良い制度なのでもっとたくさんの人に知らせてほしい」という声は多くの受

給者から寄せられています。また、総代会や総会の議案書で、勉学援助制度を報告されている生協はほとんど

ありません。知らせる取り組みの強化は引き続く課題です。 

 

(3)本年度から受給者の声を紹介するだけではなく、寄付に協力いただいた方からの想い・メッセージをいた

だくようにしました。卒業される組合員から寄付とともに受給者への励ましや制度への想いが寄せられました。

また、全国共済セミナーでは、勉学援助制度への理解を広げ、約 25 万円の寄付とともに多くのメッセージや

想いが集まりました。今後は、受給者の声とともに、制度に共感してくれる学生の想いをひろげ、さらにたす

けあいの輪を広げていくことが大切です。 

 

(4)昨年に引き続き、学生を中心に各ブロックでの共済推進委員会や学生委員長会議、セミナーなどで勉学援

助制度の紹介や学習が進みました。また、院生委員会でも勉学援助制度について話し合われました。このよう

に連帯活動の場で学生委員が制度を知ることによって、会員生協での学生委員会の取り組みも少しずつ広がっ

てきています。しかし、まだまだ「知らない」学生委員がほとんどだといえます。さらに、生協職員でも共済

セミナーに参加して、勉学援助制度の内容を知ったという方が少なくありません。各生協での取り組みを広げ

ていくために、まず学生委員や生協職員にこの制度を知ってもらうことが必要です。 

 

(5)大学へ報告する会員もいくつかあり、大学から良い制度として評価されています。今後新たな奨学制度は、

組合員以外も対象となるため、大学としても学生に紹介しやすくなります。大学にもこの制度のを理解してい

ただき、学生に紹介してもらえるよう協力を呼びかけていきましょう。 



5.会員生協のとりくみについて  別紙もご参照ください。 
 

2019年度も勉学援助制度推進の取り組みが会員生協で創意的に進められました。特徴的な事例を紹介します。 

 

●金沢大生協では、毎年、卒業される学生組合員の皆さまへの出資金返還案内の際、勉学援助制度に寄付して

いただけるようによぴかけを行い、2018 年度は 308 名から 851,000 円、2019 年度は 295 名から 918,000 円も

のご協力をいただきました。 

●高崎経済大生協では、卒業される組合員に学食パスの残高寄付を呼びかけ、130 名から 158,363円のご協力

をいただけました。 

●北大生協では、2019 年 3月卒業予定の組合員の出資金返還にあたって勉学援助制度への寄付呼びかけを強め

174588円の協力を得ました。この報告と御礼を、各店舗のレジに設置している募金箱に POPを貼って報告して

います。 

●松山大生協では、大学職員退職に手紙で脱退の手続きのご案内を 4 名に行い、3 名が全額寄付していただ 

きました。また、卒業される組合員対して出資金返還会場にポスターとアンケートを貼りました。 

●慶応生協では、退職される教職員に寄付の呼びかけを行いました。 

●早稲田大(10か所)、慶応生協(20か所)では、生協のお店ごとに募金箱を設置しました。 

●麻布大では、大学への生協の報告会の際、勉学援助制度の紹介と受給者の声を紹介しました。大学の方は大

変感動されました。 

●名工大生協 店舗でのコープ菓子のフェアでの売り上げの一部を勉学 援助制度に寄付する取り組みを行い

ました。結果を SNS で 組合員に報告しました。 

●東京薬科大生協では、ガラクタ市の売り上げを勉学援助 制度に寄付する取り組みを行いました。 

●岐阜大生協では、大学祭の学生委員会ブースに募金箱を 設置して寄付を呼びかけました。 

●金城学院生協では、「美容フェス」にて、オリジナルの 募金箱を使って、寄付を呼びかけました。 

 

 

勉学援助制度は、2020年 1月より、全国大学生協連奨学財団による大学生協学業継続 

奨学制度(たすけあい奨学制度)に移行します。引き続き、会員生協でのご理解とご協力を 

お願い申し上げます。 



【勉学援助制度】2019年度会員生協給付・寄付・賛助会費一覧表 ※2018年10月～2019年9月末までの状況

2018年
(2017.10-
2018.9)

2019年(2018.10
～2019.09）

16 17 18 19 19 18

会員名 応募 給付 応募 給付 応募 給付
北海道大 6 4 5 3 184 40 76,416 179,586 1 1 1 10 17
北海学園 1 1 1 1 82 26 330,924 277,179 10 10 10 10
酪農学園 1 1 45 20 5,000 1,000 5 5 5 5
札幌学院大 49 19 36,303 1
北星学園 3 3 37 16 20,000 1 1 1
北海道教育大 2 2 46 12
札幌大 3 3 62 31 9,882 48,296 1 1 3 10
小樽商科大 2 1 2 2 27 8 5,760 1
室蘭工業大 2 1 2 1 54 20 37,000 95,000 3 3 3 10
帯広畜産大 1 1 17 7 20,000 10,566 1 1 1 1
北見工業大 2 1 35 13 88,615 39,101 3 3 3 3
釧路公立大 1 1 3 2 8 5 2,928 1,419 1 1 1 1
はこだて未来大 3 3 4,000 1 1 1 1
北海道ブロック 16 11 22 16 649 220 574,765 714,210 25 27 27 47 27
弘前大 2 4 3 69 30 688,420 389,480 1 1 1 1
岩手大 2 1 110 28 374,838 224,000 2 2 2 2
秋田大 1 5 2 73 21 211,001 277,671 1 1 1 1 140
東北大 3 1 9 3 221 56 834,000 1 1 1 1
東北学院大 4 4 4 2 128 56 39,000 36,650 1 1 1 1 1
東北工業大 2 2 25 6 13,000
宮城大 2 13 6
宮城教育大 18 4
山形大 4 1 3 2 138 46 68,196 10 10 10 1 3
福島大 1 1 43 16 18,959 1 1 1 1
尚絅学院大 1 8 3 9,000 1 1 1 1
盛岡大 3 2 40 17 6,240 2 2 2 2
宮城学院 1 29 10 1 1 1 1
弘前学院 4 1
みやぎインカレコープ 1 1 10 6
岩手県立大 1 1 24,666
東北ブロック 22 10 30 15 930 307 2,169,259 1,045,862 21 21 21 12 144
埼玉大 6 6 1 1 102 29 13,000 5,970 3 3 3 3
跡見学園女子大 2 2 30 9 1 1 1 1
お茶の水女子大 1 32 8 75,000 1 1 1 1
東京医科歯科大 2 1 13 4 10,066 5,100 1 1 1 1
武蔵学園 1 1 47 13 88,516 139,051 1 1 1 1
東京芸術大 1 1 32 7
日本女子大 4 1 36 10 98,500 120,000 1 1 1 1
東洋大 4 2 4 2 74 31 30,224 27,150 10 10 10 10
大東文化学園 3 3 1 79 28 12,551 107,223 1 1 1 1
十文字学園 13 4
淑徳大みずほ台 8 2 1 1 1 1
東京大 8 4 9 6 288 56 73,827 5,469 1 1 1 1
東京理科大 2 2 3 2 108 36 1 1 1 1
東京電機大 1 1 2 2 61 20 99,000 205,000 2 2 2 2
千葉大 4 2 1 152 39 5,000 101,000 1 1 1
千葉商科大 2 2 1 1 25 11 1 1 1 1
東邦大 4 2 24 11 7,000 2 2 2 2
芝浦工業大 2 1 92 29 480,000 1,097,001 1 1 1 1 179
東京・総武エリア 40 25 30 19 1,216 347 430,684 1,894,964 27 28 28 29 179
慶応義塾 8 6 10 6 240 59 278,000 378,000 10 10 10 10
東京海洋大 1 1 19 4 51,149 110,971 1 1 1 1
横浜国立大 5 5 3 3 146 40 43,000 70,464 5 5 5 5
横浜市立大 4 3 39 8 5,000 9,000 1 1 1 1
東京工業大 3 1 6 6 72 15 3 3 3 3
明治学院 1 1 2 1 106 36 15,621 167,646 5 5 5 5
首都大学東京 3 1 5 2 98 21 73,500 36,248 5 5 5 5
星薬科大 1 1 4 1 33,910 1 1 1 1
宇宙科学研究所 1 1 1 1
東京農業大 4 4 4 4 85 39 163,870 506,614 5 5 5 5
神奈川大 2 2 4 3 177 59 94,500 50,000 1 1 1 1
昭和大 2 1 20 8 34,000 45,000
東京工芸大 1 52 15 75,000 70,000 1 1 1 1
日本赤十字看護 1 1 2 1 1
和光学園 3 3 35 10 8,341 1 1 1 1
桜美林学園 2 1 4 2 65 21 46,000 72,110 2 2 2 2
麻布大 4 3 35 8 19,831 41,401 3 3 3 3

応募・給付件数 寄付人数賛助会費(口数)寄付金額(円)
累計

(1992.10-
2019.9)

2019年
(2018.10-
2018.9)

2018年
(2017.10-
2018.9)
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2018年
(2017.10-
2018.9)

2019年(2018.10
～2019.09）

16 17 18 19 19 18

会員名 応募 給付 応募 給付 応募 給付

応募・給付件数 寄付人数賛助会費(口数)寄付金額(円)
累計

(1992.10-
2019.9)

2019年
(2018.10-
2018.9)

2018年
(2017.10-
2018.9)

東京・南エリア 30 22 53 39 1,195 345 899,471 1,599,705 45 45 45 46
法政大 4 3 3 1 248 76 6,505 1 1 1 5
早稲田大 17 12 13 6 590 159 223,000 293,894 10 10 10 10
工学院大学 2 1 2 2 71 21 3 3 3
東京外国語大 4 2 1 1 46 16 31,970 124,813 5 5 5 5
東京工業高専 2 2 1
東京経済大 2 1 113 29 81,800 21,450 1 1 1 2
東京学芸大 1 1 2 1 85 31 9,001 1 1 1 1 4
東京農工大 4 2 71 15 61,000 112,500 1 1 1 1 14
電気通信大 3 3 4 4 54 15 6,497 1 1 1 1
東京薬科大 1 1 2 1 40 14 73,635 281,760 10 10 10 10
一橋大 2 2 44 13 73,495 79,000 1 1 1 1 11
津田塾大 26 9 1,066 1,690 1 1 1 1
白梅学園 1 1 11 3 74,574 1 1 1 1
日本獣医生命科学大 1 1 17 2 5,000 30,000
日本社会事業大 5 3 10,892
明治薬科大 1 17 5 12,775 6,000 1 1 1 1
東京インカレコープ 1 4 2 108 46 209,200 283,700 5 5 5 5
東京・武蔵野エリア43 30 32 18 1,548 459 864,912 1,250,305 39 42 42 48 29
群馬大 2 2 77 16 1 1 1 1
高崎経済大 1 1 64 24 25,000 180,363 1 1 130
宇都宮大 1 1 1 55 9 20,200 10,000 5 5 5 5
足利大 2 1 28 6
茨城大 4 3 75 26 113,582 9,916 2 2 2 2
茨城ｷﾘｽﾄ教学園 11 8 16,632 21,750 1 1 1
信州大 3 1 3 2 185 45 266,088 1 1 1 1
長野大 2 1 16 8 1
長野県立大 8 3 1 1 1 1
新潟大 3 2 1 1 160 50 1,052 4,000 5 5 5 5
山梨大 2 38 9 2 2 2 2
新潟県立大 1 1 9 3
太田情報・医療・自動車専門学校 1
新潟青陵・短期大 1 1
長野県看護大 1 1 1
松本大 1 1 9 5 17,000 1 1 1 1 3
清泉女学院 3,000
山梨県立大 4 3 1 1 1 1
前橋工科大 1 2 1 1,664
東京・北甲エリア 16 10 12 7 744 218 442,554 247,693 19 20 22 22 133
静岡大 3 2 2 1 144 50 149,900 223,000 1 1 1 1
愛知大 4 3 3 2 125 46 97,000 56,000 1 1 1 1 1
名古屋大 7 4 4 2 154 45 64,000 205,071 5 5 5 5 21
愛知教育大 1 1 1 74 25 46,771 102,868 1 1 1 1
名古屋工業大 1 34 7 60,395 159,680 1 1 1 1
名古屋市立大 2 2 1 1 32 9 1 1 1 1
愛知県立大 3 1 30 8 1 1 1 1
日本福祉大 63 21 147,102 93,000 1 1 1 1
岐阜大 5 3 3 1 89 18 466,412 365,968 1 1 1 1 83
三重大 1 1 3 2 112 30 162,000 249,800 2 5 5 5
三重短期大 1 1 1 1 14 6 2,049 1,500 1 1 1
中京大 2 1 5 2 165 64 531,533 737,511 1 1 1 1 168
名城大 1 1 11 4 3,841 196,624 1 1 10 10 13
岐阜市立女子短大 3 1 22,000 653 1 1 1 1
自然科学研究機構岡崎 1 1 6,820 4,988
金城学院大 1 1 4 1 20 13 115,000 212,089 1 1 1 1
三重県立看護大 3 41,300 1,820 1 1 1 1
愛知県立芸術大 1 1 6 3 2,000 39,580 3
インカレ愛知 2 5 2 133,000 86,000
静岡文化芸術大 1 1 1 1 4 3 53,000 85,500
日赤豊田看護 13,500 17
東海ブロック 32 21 32 16 1,089 356 2,104,123 2,835,152 20 24 33 33 306
富山大　 3 2 4 1 93 24 45,447 53,500
金沢大 2 1 2 122 27 598,637 1,774,287 10 10 10 10 308 295
福井大 1 1 1 1 61 19 2,303 5 5 5 5
石川工業高専 1 2 9,796 6,262
富山県立大 3 2 5 2 8,831
富山高専 2 2
関西・北陸エリア 7 4 10 4 285 74 665,014 1,834,049 15 15 15 15 308
京都大 10 3 5 2 297 55 755,000 628,000 5 5 5 5
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2018年
(2017.10-
2018.9)

2019年(2018.10
～2019.09）

16 17 18 19 19 18

会員名 応募 給付 応募 給付 応募 給付

応募・給付件数 寄付人数賛助会費(口数)寄付金額(円)
累計

(1992.10-
2019.9)

2019年
(2018.10-
2018.9)

2018年
(2017.10-
2018.9)

同志社 8 6 8 5 218 89 239,599 96,363 5 5 5 5 69
立命館 13 11 10 5 378 143 1,060,128 936,417 10 10 10 10
京都府立医大・府立大 30 7 4,000
龍谷大 6 6 3 2 215 81 290,935 330,298 1 1 1 5 72
京都教育大 1 1 25 12 1 1 1 1
京都工芸繊維大 2 1 2 1 61 17 23,395 51,742 1 1 1 1
滋賀県立大 2 1 13 5 60,256 67,258 1 1
滋賀大大津地区 1 1 23 8 1 1 1 1
滋賀大彦根地区 1 1 1 1 27 7 28,000 10,000 1 1 1 1
京都橘学園 23 9 20,000 5 5 7 7
奈良女子大 28 6 1,075
奈良教育大 1 1 25 7 18,425 1 1 1 1
奈良県立大 3 3 12,685 1 1 1
京都経済短期大 2
奈良工業高専 7 2 30,613 1 1 1
滋賀医科大 2 1 6 3 19,623 1
関西・京滋奈良エリア42 29 34 20 1,381 454 2,495,073 2,188,739 31 33 36 41 141
大阪インカレコープ 14 5 1 1 1 1
近畿大 4 2 3 2 192 71 165,212 18,714 5 5 5 5
大阪経済大 2 1 2 2 66 26 22,767 1 1 1 1
大阪教育大 1 1 2 2 71 19 1 1 1 1
大阪府立大 2 2 1 74 15 3 3 3 3
阪南大 1 57 9 54,811 1 1 1 1
大阪大 7 3 8 6 294 71 22,000 6,200 5 5 5 5
大阪電気通信大 3 2 3 2 50 19 16,656 240,004 1 1
和歌山大 2 1 44 13 23,000 1 1
大阪市立大 2 2 2 1 66 22 10,953 7,698 1 1 1 1
大阪千代田短期大 1 5 2 5,328 1 1 1 1
大阪樟蔭女子大 1 1 2 2 1
和歌山県立医科大 1 1 4 2
千里金蘭大 1 5,292
神戸大 5 4 4 1 184 48 27,000 64,000 1 1 1 1
関西学院大 9 7 7 4 208 57 63,063 117,230 2 2 2 2
神戸外国語大 2 2 2 1 33 12 1 1 1 1
甲南大 4 3 85 25 1 1 1 1
兵庫県立大 3 2 2 1 84 21 12,052 1 1 1 1
神戸薬科大 5 1 1
神戸親和女子大 1 1 2 22 12 5,368 1 1 1 1
園田学園女子大 1 1 21 7 4,312 3,077 1 1 1 1
大手前大 26 10 1 1 1 1
甲南女子大 2 1 18 8 1 1 1
神戸市立工業高専 7,016 1,900
関西・大兵和エリア51 32 42 26 1,626 477 361,924 541,729 28 29 31 33
香川大 2 2 2 2 82 30 10 1 1 1
四国学院 1 32 12
高知大 3 3 5 3 82 27 89,315 235,029 2 2 2 2
松山大 4 2 4 4 98 38 230,018 220,435 1 1 1 1
愛媛大 6 4 5 5 148 53 658,000 310,320 3 3 3 3
広島大 6 4 4 3 202 59 377,343 461,023 1 1 10 10
広島修道大 3 1 95 31 4,155 17,342 2 2 2 2
徳島大 2 1 4 3 132 47 424,638 429,030 1 1 1 1 259
下関市立大 1 1 1 34 11 121,788 71,320 2 2 2 2
鳥取大 3 3 2 1 77 32 74,659 2,000 3 3 3 10
水産大学校 13 4
岡山大 4 4 1 1 97 37 276,500 290,000 3 5 5 5 43
山口大 5 2 1 1 87 31 194,506 199,681 3 3 3 3
就実 1 1 1 1
高知県公立大 1 16 6 55,661
梅光学院大 5 4 38,365 2 2 2 2
島根大 3 2 2 2 28 14 84,135 78,000 1 1 1
松山東雲女子・短期大 3 1
福山市立大 1 1 1 1
中四ブロック 39 28 38 28 1,233 439 2,535,057 2,408,206 33 27 36 43 302
福岡インカレ 1 1 2 1 11 7 33,505 24,500 1 1 1 1
福岡教育大 1 1 2 2 21 7 75,392 169,000 1 1 1 1
九州工業大 2 1 113 35 57,032
北九州市立大 3 2 2 2 105 35 1 1 1 1
佐賀大 1 5 3 108 43 10,000 1 1 1 1
宮崎大 2 1 2 1 59 13 249,172 137,400 77
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2018年
(2017.10-
2018.9)

2019年(2018.10
～2019.09）

16 17 18 19 19 18

会員名 応募 給付 応募 給付 応募 給付

応募・給付件数 寄付人数賛助会費(口数)寄付金額(円)
累計

(1992.10-
2019.9)

2019年
(2018.10-
2018.9)

2018年
(2017.10-
2018.9)

鹿児島大 3 6 4 159 56 46,413 5 5 5 5
琉球大 2 2 112 26 10,411 5 5 5 5
鹿児島県立短大 4 5,669
沖縄大 1 1 1 1 8 4 3,030
福岡女子大 7 4 19,668
九州大 4 3 6 2 129 49 10,000
西南学院大 1 1 3 3 47 15 17,228 18,956 1 1 1 1
長崎県立佐世保校 1 1 2 1 28 13 34,383 28,045 1 1 1 1
長崎大 4 3 1 1 72 22 2,000 60,694 1 1 1 1
熊本大 7 5 3 3 137 47 78,000 71,000 1 1 1 1
大分大 2 2 55 25 1 1 1 1
福岡県立大 16 6 1 1 1 1
純心大 1 1 9 5 1 1 1 1
南九州大 1 15 6
九州国際大 7 7 4,380 1 1 1 1
長崎県立ｼｰﾎﾞﾙﾄ校 2 2 8 3 1 1 1 1
立命館ＡＰＵ 23 11 8,432 1 1 1 1
熊本インカレアカデミア 3 3
西南女学院大 2 1 32,278
九州ブロック 31 21 43 30 1,258 443 573,088 633,500 24 24 24 24 77
その他 295 55 450,680 135,675 3
事業連合 7 7 6
連合会 1,276,125 895,578
ブロック 17,132 6,892
共済連 1,721 252,651
総計 369 243 378 238 13,449 4,194 15,861,582 18,484,910 334 345 366 393 1646

※大学生協連の積立金取り崩し・大学生協共済連、個人からの寄付は除く。 新規 26 増口 7
減少 26 新規 5
なし 86 なし 49
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■会員生協の取り組み紹介(金沢大生協)～たくさんの卒業生が寄付に協力しています！！ 

金沢大生協では、毎年、卒業される学生組合員の皆さまへの出資金返還案内の際、勉学援助制度に寄付して

いただけるようによぴかけを行い、 

2018年度は 308名から 851,000円、2019年度は 295名から 918,000円 
ものご協力をいただいています。 

 たくさんの方からご協力をいただけているポイントは、次の通りです。 

1. 勉学援助制度への寄付呼びかけを前年の実績も含めて大きく案内されていること。 

2. 出資金返還申請書に寄付欄を設け、1 千円、2 千円、3 千円など寄付しやすい金額を提案していること。 

3. 出資金を可能な限り全員にお返ししようと、出資金返還の案内をハガキや電話などでも何度も行ってい

ること。その中で寄付に応えてくれる方が増えること。 

上記の 2 点も重要ですが、出資金をしっかりお返ししようという取り組みによって、多くの方に主旨が行

き届いていることが大きな要素だと思います。 

 

 

 

 

勉学援助制度への寄付の呼
びかけ文書 
 
前年度の寄付の実績と給付
を受けた学生の声を掲載し
ています。 

出資金返還は振り込み方式
で、以下のチェックに基づ
いて差し引いたお金を払い
込みます。 
 
勉学援助の寄付をしていただ
ける方は、下記のいずれかに
チェック☑をつけて下さい。 
 
□1 千円／□2 千円／□3 千
円／その他（   ）千円 
※千円単位でお願いします。 



■会員生協の取り組み紹介(高崎経済大生協) 

高崎経済大生協では、卒業される学生組合員の皆さまへ、学食パスの残ポイントを勉学援助制度に寄付して

いただけるように、出資金返還のご案内の中に下記のような「お願い」を行いました。 

その結果、130 名から 158,363 円の寄付のご協力をいただくことが出来ました。 

 

 

 

 

 



【会員生協のとりくみ紹介】  麻布大生協～勉学援助制度を大学に報告 

麻布大生協で、大学への生協の報告会があり、その中で、勉学援助制度の報告も行いました。生協理事長先生
が後に報告会の反応を大学からお聞きしたところ、勉学援助制度には大変感動されたとのことでした。(紹介
事例が感動的です) 
新任の生協理事長先生もこの制度には興味をもち、麻布でも応募してもれた学生をフォローできないかという
相談がありました。 

 



 

 

■会員生協の取り組み紹介 

慶応生協では、卒業される学生組合員への出資金返還の際、勉学援助制度への寄付を呼び掛けるとと

もに、退職で脱退される教職員組合員の方に向けても勉学援助制度の寄付を呼び掛けています。 

 

 

■各生協のとりくみ紹介 

⇦ ●名工大生協 
 店舗でのコープ菓子のフェアでの売り上げの一部を勉学
援助制度に寄付する取り組みを行いました。結果を SNSで
組合員に報告しました。 
 
●東京薬科大生協では、ガラクタ市の売り上げを勉学援助
制度に寄付する取り組みを行いました。 
 
●岐阜大生協では、大学祭の学生委員会ブースに募金箱を
設置して寄付を呼びかけました。 
 

●金城学院生協では、「美容フェス」にて、オリジナルの

募金箱を使って、寄付を呼びかけました。 
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